
全国医学部長病院長会議 (AJMC)
第 4回定例記者会見について

日時 平成24年 9月 20日 (木)1730-1990
場所 全国医学部長病院長会議事務局会議室 8F
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ロ第106回医師国家試験に関する要望書について
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・ その他
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料 1

医師国家試験に関する要望書

第 106回医師国家試験を受験した受験生および全国の大学医学部、医科大学

の教官を対象にして平成 23年度に実施した医師国家試験に関するアンケー ト調

査の結果に基づき、全国医学部長病院長会議として以下を要望いたします。

1) 試験に関する情報公開、質の高い良質な問題の出題、受験環境の整備に

引き続きご努力いただきたい。

2) 難易度の高い問題および必修問題において正解率の低い問題について

は採点から除外するなど、受験生の不利にならない適切な処置を引き続き講

じていただきたい。

3) 全国医学部長病院長会議が公表した「医師養成の検証と改革実現のため

のグランドデザインー地域医療崩壊と医療のグローバル化の中で一」を参考

に、医師国家試験の改革について、関係機関における検討を直ちに開始して

いただきたい。

以上の要望につき、文書での回答を希望いたします。
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第106回 医師国家試験

受験生

アンケート調査結果

〔要約〕

全国医学部長病院長会議

第1∞回医師国家●●アンケート調査結果 受験生

受験生の回答状況

至屈層夕″r嘉″燿
=″

回 秋田大学 宮城県(産業見本市会館サンフェスタ)

目 東京医科歯科大学 東京都(大正大学、、明治学院大学)

日 田山大学 107 香川県(高松市市民文化センター)

目 億島大学 875 香川県(高松市市民文化センター )

日 宮崎大学 福岡県(第一薬科大学)

公 福島県立医科大学 宮城県(産業見本市会館サンフェスタ卸町会館)

私 埼玉E科大学 東京都(大正大学、明治学院大学)

私 東京医科大学 東京都(大正大学、明治学院大学)

私 金沢医科大学 102 石川県(金沢流通会館)

私 大阪医科大学 878 大阪府(大阪産業大学中央キャンバス)

合 計 664
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第106回医師国家試験アンケート調査結果 受験生

A第 106回医師国家試験は、全般的に言つて、どのように感じましたか。

奎目E学部長

"競
長会議

図1-1 A.第106回医師国家試験は、全般的に

日 106回

00%
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2」/●

0%
少し不満 不満 特に意見たし

露1“回菫鰤国家風なアンケート田査結果  受験生

A第 106回医師国家試験は、全般的に言つて、どのように感じましたか。

優]1-2
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A.今回の医師国家試験は、全般的に
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第106回医師国家試験アンケート調査結果 受験生

B昨 年の国家試験の問題と比べて今回出題された問題の質は、全般的に

奎目磨夕″妥鵬″r嬌

“

歴]2-1 B.昨年と比べて今回出題された問題は、全般的に

■106回

05%

変わらない  良くなった 承 なった 何とも言えない  無回答

lGに

"4
8r/0

6%

4麟

2096

0%

第 1∞回目的国家試験アンケートロ査結果  受験生

B昨年の国家試験の問題と比べて今回出題された問題の質は、全般的に

E]2-2

lm96

8筋

6酬

4眺

2磁

0%

B.昨年と比べて今回出題された問題は、全般的に

口無回答

口Fにも言えない

●ス なった

口良くなつた

●変わらない

106 105 104 1t13 102 101 100 99  98 97 95

鍋 日
=″

″鶏館″螢″
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第 106口医師目憲試験アンケート調査結果  受験生

C大 学での学習と医師国家試験との間の関係について

1大学での学習内容と医師国家試験問題との間に整合性はありましたか。

全国F宇赫妥病院長会臓

図3-1
c‐1_大学での学習内容と国試との整合性について

●106回

1∞%

8磁

6眺

4賜

2Cり6

0%
あった 少しあった なかった  何とも言えない  無回答

■1∞回医師目ま試験アンケートロ奎
"果

 受験生

C大 学での学習と医師国家試験との間の関係について

1 大学での学習内容と医師国家試験問題との間に整合性はありましたか.

図3-2

100%

8露

6協

4協

2眺

0%

C-1.大学での学習内容と国試との整合性について

o無回答

■何とも言えない

●なかつた

口少しあつた

●あった

106 105 104 103 102 101 100 99  98  97  95

全国菫幸部長薦読晏金離
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第106回 匡

“

口蒙試験アンケートロ査結果 受験生

C大 学での学習と医師国家試離 の間の関係について

2-1大学では国試対策(国試対策講義、模擬国試、等)が 十分行われていましたか。

奎目E学部長書機長会饉

図4-1 C-2-1.大学での国試対策について

■106回

lKXl%

87o

60/O

4眺

2眺

0% 1‐
十分だった  やや不十分だった  不十分だった 無回答

第1“回医師口蒙試験アンケートロ査結果  受験生

C大 学での学習と医師国家試験との間の関係について

2-2日試では国試対策が役立つような問題が出題されていましたか。

巨]5-1 C-2-2.国試での国試対策が役立つような問題の出題

■106回

1∞%

80/●

6%

4銘

2幌

0%
1296          07%

多数あった  少しあった あまりなかつた 全くなかった  無回答

´口F=″r,房暉曇″
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第106回 医師目菫試験アンケートロ査結果  受験生

C大 学での学習と医師国家試験との間の関係について

2-2 回試ては国試対策が役立つようなF・0題 が出題されていましたか。

釜目″≠″″腕″″姜″

E]5-2

100%

8r/●

6銘

4眺

2("る

0%

C‐2‐2.国試での国試対策が役立つような問題の出題

□無回答

■全くなかった

■あまりなかった

ロクしあつた

●多勢あつた

第106回 医師国家試験アンケート調査

“

暴  受験生

D国試が医学生にとつて過重であり、不安をあおつているという指摘がありますが、

どう思いますか。

図6-1 D.国試が医学生にとつて過重であり、不安をあおっているか

■106回

8眺

60°/●

4幌

2Cりる

0%
そうは思わない その他

●rそ の他 Jの 回■ ■0

0どちらとも
'た

れ (ヽDわからない (2)      ● ttしろ卒

“

ウ:う■ (0人子が過■.(1)

Oあ●I産そう0'.(か               011に 必●.

0不 ,i,あるll必贅.               0と にかく壼を国薔は出さないで摯しし、
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第106回医師口蒙饉 アンケート腕査結果  受験生

E国試が医学生にとつて過重であり、不安をあおつているという指摘がありますが、
どう思いますか。

Φ本人次
".(31                   

●―理

“

と思うが 主に実口鮨■や学生の意●●田層,

0やや■●                 0あ 聾 そう8う 。
037は 実口いらないと

',            0そ
もそも大学に口●テ0に実ヨな てよいとヽ ‐

0口ltO●無に関らす影薔化しoヽL       Oわ 力‐ケι、0
0嘔 床に出て欧 のが口Ⅲ lめて ます 彙口をおろそかにす

“

魔がロロだと

'う

全国E学部長病院長会議

優]7-1 E.国試のため、臨床実習が形骸化しているか

口106回

10096

80°/o

6協

4銘

2070

391%

0% L
そう思う そうは思わない

●「その出p口 摯 12

第106回医師目安試験アンケート詢査結果 受験生

F現行の国試は3日 間、計500間です。試験としてのポリュームはどう思いますか。

E]8-1 F.現行日試 (3日間、計500問)の善詮のポリュームについて

日106回

lmO/。

800/0

6眺

40°/O

2磁

0%

´屈饉宇瀬r月膚贅釜″
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第lo6回医師目稟試験アンケート調査結果 受験生

G必 修問題(8096以 上の正答率が必要、約100間)についてどう思いますか。

釜屈6需瀬″腕繊安輸″

図9-1 G.必修問題 (正答率80%以上、約100問 )について

日106回
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8眺

6眺

4096
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0%
増やすべし  減らすべし  現状で良い その他 無回答

第106DE"国 家un7ンケートロ贅摯暴 受験生

H問題の難易度についてどう思いますか。
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十どうもの ■
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8D:::里〃霊激 、L姜 縣椰
"u‐

■つ2』鶴g層ぉょヒ ..ぃ。

至菖晨用ロロ勝妥会饉

E]10-1 H.問題の難易度について

日106回

lo096

8晰

6幌

4096

207o

096

241%

1.6% 02%

現状て良い もう少し易しく もう少し難しく その他 無回答
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第106回 医師国家試験

教 員

アンケート調査結果

〔要約〕

全国医学部長病院長会議

第106口医師国家試験アンケート

“

査結果 教員

教員の回答状況

埜目目≠″嘉鵬″rF″

教育委員長 ●
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第106回饉師国家は麟アンケート鍋査結果 教員

I 第 106回医師国家試験について

1実施状況は、全般的に言って、

=″
「

ヂ″″痛院r会

“

(%)
I-1.実 施状況は全般的に

80

60

40

20

0
満  足 少 し不満 特に意見なし  無回答

68

23%

一

―一 ― ―i3-― 一 一
10 10

第106回医師国家麒 アンケートロ査結果  象員

I 第106回 医師国家試験について

1 実施状況は、全般的に言って、

∽
咄
　
剛
　
咄

l-1.実 施状況は全般的に

□ 無回答

%特に意見なし

□ 不満

■ 少し不満

■ 満足

106回 105回 104回 103回 102回 10:回 100回 99回  98回  97回  96回

…

鶏房
=給

層
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"106回
E“国家試験アンケート調査結果 教員

I 第106回 医師国家試験について

2_一 般問題について

妻″F夕議r膚穣長会饉

(%) I-2.一 般問題について

100

80

60

40

20

0
適 切  少し不適切  不適切  何とも言えない 無回答

第106回医師口象試験アンケート調査結果 教員

I 第 106回 医師国家試験について

3臨床F・5題について

(%) I-3.臨 床問題について

100

80

60

40

20

0

適 切  少 し不適切  不適切  何とも言えない 無回答

全●E学部長病院二会,
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第106回医師国家試験アンケート鑽査結果 議員

1 第 106回医師国家試験について

4必修問題について

全国E学部長膚院長会臓

(%) I-4.必 修問題 について

100

80

60

40

20

0
適 切  少 し不適切  不適切  何とも言えなしヽ  無回答

■106回医師国家H験アンケート調査結果  薇■

I 第106回医師国家試験について

5貴大学受験生の大学での成績と国試の成績との相関は、

大学成績と国試成績の相関
％

０

０

０

０

０

０

０

て

６

５

４

３

２

１

強tヽ正の相関 正の相関 負の相関 相関なし

F″蒟≠″ダ嘉房

“

蛤″
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第 lo6回E師口睾H●アンケート調査綺果  象員

I 第106回医師国家試験について

6_目試不合格者(新卒)の学内での成績(席次)について

日試不合格者(新卒)全国合計461人

国試不合格者の学内での席次

口,大学 ("餃′11●人, 公立大学 17悛/27人)   私立大学 (25● /104人 }

―

会議

0年次の露次 7●大学/389人

第106回巨椰目燎Hn7ン ケートロ
=籠

員  数員

I 第 106回 医師国家試験 について

6国試不合格者(新卒)の学内での成績(席次)について

目試不合格者(新卒)全国合計401人

回試不合格者の学内での席次

しての

“

次 54大学/271人

公tA● 17●/20人)   私立大学
`,4崚

/71人,日立大学 (31薇ノ17:人 )

釜目
==″

ra"=蟷 ″
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第 106回 医師口家風瞼アンケートロ査結果  教員

Ⅱ 医師国家試験のあり方について

1 医師法第9条に立ち返り、「知臓Jと「技能」に対する評価としての資格試験とする。なお、評価される知臓、

技能、態度レベルは、医師として卒後研修を開始するのに必要な基本的な臨床能力であり、それ以上に

高度である必要はない。

(%)
H-1.「知識」「技能」「態度」の評価レベルについて

On
100

80

60

40

20

0
そう思う そう思わない その他 無回答

第 1∞回医師国家Haアンケート鱗査結果  薇員

Ⅱ 医師国家試験のあり方について

2「知識Jに関する問題は、医師として卒後臨床研修を開始するのに最低限必要な基本的知識を問う問題

とし、共用試験合格後に行う臨床実習において習得すべき知識を中心に出題する。CBT方式を採用し、

問題数は200～ 300間で、1～2日間で行う。

(%)
‖-2.「知識Jに関する問題について

100

80

60

40

20

0
そう思う そう思わない その他 無回答

詮目匡夕″″鶏房r会″
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第1“回医師国家試験アンケート調査結果  教員

正 医師国家試験のあり方について

3「技能」に関する問題は、医師として卒後臨床研修を開始するのに最低限必要な基本的技能および態度
を問う技能試験とし、OSCEで行う。

(%)
H-3.「技能」に関する試験について

100

80

60

40

20

0

■ 106回

そう思う そう思わない その他 無回答

全目薔学部長菫院長会晨

第1“回医師国家試験アンケート調査結果  教員

Ⅱ 医師 国家試験のあり方について

4上記2、 3を実際に行い、医師国家試験の結果を検証し、経続的な改善を行うための第3者機関を設置
すべきである。

(%)
H-4.検 証・改善のための第3者機関の設置について

100

80

60

40

20

0

一 一 :111lr― ― ― ―― ¬o ~~~~~一 一 一

0

そう思う そう思わない その他 無回答

“

醐贈 ″rttr奎″
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第106回医師国家試験アンケート調査結果  敏員

Ⅱ 医師国家試験のあり方について

5受験生は、受験後、第3者機関から発行される成績をもつて医師免許証の申請を厚生労働省に行い、厚
生労働省は、その申請に基づいて免許交付の可否を判断する。

(%)
‖-5.医 師免許証の申請・交付について

80

60

40

20

0
そうすべし そうすべきではない その他 無回答

第1“回医師国家試験アンケート饉査結果  歓員

Ⅱ 医師国家試験のあり方について

6医師国家試験としてOSCEが 、上記の第3者機関で実施できるようになるまでの期間は、各大学が卒業
試験としてOSCEを行い、これに合格することを卒業要件の一つとする。

(%)
H-6.OSCEに ついて

80

60

40

20

0
そうすべし そうすべきではない その他 無回答

全国医学 部長議院 長 会議

16
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第106回 医師国家試験アンケート調査結果  教員

■ 医師 国家試験のあり方について

フ 試験の実施から免許交付の時間的流れは、OSCEを6年次の11月 ～1月 、CBTを 2月 、医師免許申清と
交付を3月 上旬～中旬とする。

(%)
H-7.試 験の実施から免許交付までの流れについて

80

60

40

20

0

15

そうすべし そうすべきではない その他 無回答

´目″≠″r鵬″妥■″

第1∞回医師国家試験アンケート調査結果 教員

Ⅱ 医師国家試験のあり方について

8厚生労働省、文部科学省、全国医学部長病院長会議の3者で、医師国家試験のあり方について協議す
る。

(%)
H-8.医 師国家試験のあり方の協議について
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■ 106回

そうすべし そうすべきではない その他 無回答
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第106回 医師国家試験

試験問題の評価に関する

アンケート調査結果

〔要約〕

全国医学部長病院長会議

第 106回医師目蒙試験アンケートロ奎鶴桑 試験間饉の評価

試験問題の評価に関するアンケート調査の回答状況

東京E■■■大学 口山大学.徳 島大学 宮崎大手 .

II工饉常大学.東京E格大学.金沢医格大学 大薇E科大学

東京E■●■大学 日山大手.億島大手.宮崎大学 .

埼玉E科大学 東京医科大手.金沢医掛大手.大阪E科大学

山口大学.■島大学 宮崎大学 l●島県立医科大学,

埼玉E■大学.東京医科大学 会沢E科大学 大EEH大学

東京医科歯■大学 山 口大学 使島大学.宮崎大学
,

福島県立E■大学 横浜市立大学 ,

埼玉巨科大学.東京医●大学 会沢E■大学,大限目科大学

東京医H歯科大学 山口大学 宮崎大学,横浜市立大学
ll玉 E科大学.北 里大学 金沢医科大学

第101回 東京大学 山東大学 山口大学 宮崎大学 横浜市立大学
l131医 科大学 t里大学 会R医科大学,大阪医常大学

弘前大学.東京大学.金沢大学 山梨大学 島根大学 .

横浜市立大学(2)大阪市立大学

埼玉医科大学 北里大学 枢日大学

至国医学 苺晏3続長 会摯
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第106回医師目蒙試験アンケートロ壼結果 試験問題の辞僣

％

７。

６。

５。

４。

３。

２。

１。

。

良 問      普 通      不適切

395            536            69

555               114

310          565          1Q6

287               598               104

第 106口医師国家試験アンケート調査お果  試験問題0諄●

良 問      普 通      不適切

37 3               52 1                lα 7

311              548              112

325               548               125

■102回

口101回

問

一間

一問

０〇
一
∞
一
Ю 27_4             6■ 7

全目菫学部長●掟晏会議
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第 106回医師口家H験アンケートロ査結果  試験問題の諄輌

奎ヨE学部長薔院長会織

良 問      普 通      不適切

345              563               93

282                643                75

291              584              123

271              604

第 1“回医

“

口露餞●アンケートロ奎結果 菫検間■の評価

至目ξ学″r'院妥会層

の

７。

６。

５。

４。

３。

２。

１。

。

良 FoD      普 通      不適切

■103回 100問
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資料3

平成 24年 8月 24日

民主党文部科学部門会議

座長 鈴木 寛 殿

全国医学部長病院長会議

平成 25年度予算編成等に関する要望

医科大学 。医学部は、教育 。研究の実践の場として学生の教育と医師養成を直接行い、併せて高度先進

医療を開発・提供 し、国民の保健・医療・福祉へ貢献することを使命としてお ります。一方、国民が必要

とする医療のニーズは多様で、時代とともに変化 しています。このような中で、医療の現場に携わ りなが

ら、医学教育、医師養成、そ して医学研究を任務 とする全国の医科大学・医学部として、平成 25年度予

算編成に際しては、以下の事項について格段のご配慮を賜 りたく、要望するものであります。

1. 少子高齢化の急速な進行に伴つて大きく変貌する人口構成および疾病構造 と、それ

に伴 う医療ニーズの変化に対応するため、倫理観を持った質の高い臨床医を養成す

るための支援

(1)幅 広い診療能力を持った総合医を養成するための支援

。大学医学部・附属病院における総合診療科 (講座)の設置・充実に対する支援

(2)高 齢者、認知症患者等に対して、予防医療を含む適切な医療を提供するため、多職種連携・

チーム医療を推進し、医療・介護連携を実践できる医師を養成するための支援

・地域連携 (地域の医療機関等における学生実習の実施等)を推進するための支援

2.高度医療を開発・提供する医科大学・医学部の基盤を強化するための支援

(1)専 門性の高い、倫理観を持った高度医療人を養成するための支援

。一貫性のある卒前および卒後医学教育を推進するためのカリキュラム開発に対する支援

(2)革 新的な医薬品 。医療機器の開発を担う医学研究者を養成するための支援

・基礎医学と臨床医学の連携を強化するための支援

(3)研 究マインドを育む医学教育を実践するための支援

・基礎医学教育の環境整備、卒前医学教育のカリキュラム開発に対する支援

(4)医 学部定員増に対応した教員数の確保、設備備品の整備に対する支援

(5)グ ローパルに活躍できる医師を養成するための国際交流推進に対する支援

・医学生の国際交流・教員の海外留学、外国人医師の招聘、英語教育の充実、英文論文作

成支援のための人材を確保するための支援



3.大学附属病院の機能を強化するための支援

(1)若 手医師の帰学率向上と医師派遣機能強化を目指した、魅力ある大学附属病院作り (環境整

備)をするための支援

。後期研修医を含め若手医師のキャリア形成の中核 として、多くの医師から選ばれるため

には、研究、診療活動の一層の活性化が求められる。そのための大学医学部・附属病院

への十分な支援

(2)大 学病院勤務医の負担軽減対策のための支援

(3)国 民から信頼される良質な医療を提供するための医療安全充実への支援

(4)大 幅な消費税増税に対応 した、患者負担を増やさない消費税の課税制度 (0%課税 と仕入れ

に関わる負担消費税の還付)への移行

4.男女共同参画の推進による医師のワークライフバランスの実現、の支援

(1)医 師の多様なキャリアパスモデルの開発に対する支援

(2)女 性医師のキャリア維持と向上、および就労継続への支援

・大学附属病院における院内保育所の充実、フレキシブルな勤務制の導入などへの支援

5。 医師の地域偏在の解消と医師不足地域の医師確保への支援

地域枠入学者のキャリア形成教育への支援

・地域医療に対するモティベーシヨンを維持・向上させ、地域指向の医療人としてのキャ

リア形成を促すため、課外学習を含めた卒前・卒後の医学教育のカリキュラム開発に対

する支援

大学と地域医療機関等によるコンソーシアム事業への支援

・学生に対する地域医療教育、地域の医療機関での実習等の充実、卒業後の地域定着のた

めの行政および地域医療機関等と連携した新たな仕組みを構築するための支援

6.被災地への医療支援を継続するための支援

全国医学部長病院長会議被災地支援委員会が平成 23年 4月 15日 に発足し、被災者健康支援連絡

会議の 1組織として平成 23年 9月 から24年 9月 までに 71大学・391人の医師を、岩手県、宮城

県、福島県の 7病院 16診療科に派遣した。平成 24年 1月 からは茨城県にも派遣。これらの医療支

援を継続するために必要な支援.

(2)



料 4

全国医学部長病院長会議

第4固 定例記者会見 座席表

平成24年 9月 20日 (木)17:30～ 19:00

全国医学部長病院長会議事務局会議室8F

相談役 寺野 彰

会長 別所 正美

顧問 森山 寛

相談役 嘉山 孝正

陪席者 山下 英俊
(山形大学 医学部長)

記者席


